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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

注記 この規格は，不正競争防止法等の一部を改正する法律附則第 6 条第 3 項の規定により，その例

によることとされる産業標準化法第 2 条，第 11 条，第 13 条及び第 19 条の規定に基づき制定し

た。 
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序文 

0.1 背景 

人と共存するサービスロボットを運用する場合，残留リスクの適切な管理が必要となる。そのためには，

一般の機械類と同様に，製造業者が行う設計面での配慮だけではなく，サービスロボットを活用するロボ

ットサービスプロバイダが行う運用上の配慮が不可欠である。また，残留リスクのあるサービスロボット

をロボットサービスプロバイダが安全に運用するためには，製造業者から適切な使用上の情報が提供され

ること，ロボットサービスプロバイダが使用上の情報の不明点を製造業者への問合せなどを通じ理解した

上で運用すること，ロボットサービスプロバイダが実際の運用を通じて得た安全関連情報を製造業者にフ

ィードバックするなど，製造業者とロボットサービスプロバイダとの間でのコミュニケーションが重要で

ある。 

一部のサービスロボットについては，設計面での安全要求事項が，既に JIS B 8445，JIS B 8446-1～JIS B 

8446-3 及び JIS B 8456-1 で規定され，それらを運用するロボットサービスプロバイダが存在している。そ

れらのロボットサービスプロバイダは，一定以上の知識及び経験に基づいた知見をいかし，安全にロボッ

トサービスを運用しているが，その方法論について，用語の整理及び体系化は行われてこなかった。安全

にロボットサービスを運用する最適解を明文化し，体系化することで，新規参入するロボットサービスプ

ロバイダが満たすべき基準を明確にし，産業の健全な発展を促進できると考えた。 

0.2 この規格の目的 

この規格の目的は，サービスロボットを活用するロボットサービスプロバイダに対して，ロボットサー

ビス実施時の安全運用の枠組みであるロボットサービス安全マネジメントシステムの満たさなければなら

ない要求事項を提供することである。 

この規格は，組織の法的要求事項を増大又は変更させることを意図していない。 

0.3 この規格の内容 

ロボットサービス安全マネジメントシステムは，Plan-Do-Check-Act（PDCA）という概念に基づいてい

る。PDCA モデルは，継続的改善を達成するために組織が使用する反復的なプロセスを示している。PDCA

モデルは，次のように簡潔に説明できる。 

－ Plan ：組織の安全方針に沿った結果を出すために必要な安全目標及びプロセスを確立する。 

－ Do ：計画どおりにプロセスを実施する。 

－ Check ：コミットメントを含む安全方針，安全目標及び運用基準に照らして，プロセスを監視し，測

定し，その結果を報告する。 


